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１ 件 名   「岡山芸術創造劇場（仮称）」について

２ 趣 旨   「岡山芸術創造劇場（仮称）」は、２０２２年度のオープンに向

けて、岡山独自の文化芸術を創り出し、国内外へ発信していく「創

造型劇場」として整備を進めております。

この度、岡山市表町三丁目１０番１１番２３番２４番地区第一

種市街地再開発事業の権利変換計画の認可に伴い、施設の概要な

どをご報告いたします。

３ 参 考 資 料   １ 「岡山芸術創造劇場（仮称）」について

２ 「岡山芸術創造劇場（仮称）」平面図・断面図



2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

○事 業 名 称：岡山市表町三丁目10番11番23番24番地区第一種市街地再開発事業

○施行者名称：岡山市表町三丁目10番11番23番24番地区市街地再開発組合

○施設の概要（劇場部分）：

・構造：鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造

・規模：地下2階、地上6階（※5 6Ｆは機械室 ほか）

・床面積（専有面積）：19,663.13㎡

・施設の機能：大ホール（1,750席程度）、中ホール（800席程度）、

創造支援室（大スタジオ、大練習室、中小練習室15室程度、

工房、ギャラリー など）、地下駐車場（関係者用） など

○床価格（保留床取得費）：２３５億円 ※劇場部分の保留床（建築本体工事費＋舞台設備関係費）を取得する経費のみ。市が直接行う経費（備品購入など）は含まれていません。

「岡山芸術創造劇場（仮称）」について

事業の概要

劇場整備のスケジュール
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開館に向けて機運を高めるため段階的に『プレ事業』の
実施や『開館記念事業』の準備を進める！

○市文化振興の活動拠点としての事業実施目標【管理運営基本計画より】

・心豊かな市民生活（共生社会）、活力と賑わいあふれる地域社会を実現する

・未来にはばたく子ども達を育てる

・創造力を養い、文化力を育む都市基盤を築く

1

建設工事（約30ヶ月）実施設計 解体工事 等

管理運営実施計画策定

全景（南西方向から）

※本図は、現段階のイメージ図であり、今後の設計協議において変更になる可能性があります。



『岡山芸術創造劇場（仮称）』位置図
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全景 全景夕景

※本図は、現段階のイメージ図であり、今後の設計協議において変更になる可能性があります。



『岡山芸術創造劇場（仮称）』施設イメージ図
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大ホール

中ホール

※本図は、現段階のイメージ図であり、今後の設計協議において変更になる可能性があります。

施設イメージ図



『岡山芸術創造劇場（仮称）』賑わいスペースのイメージ図

※本図は、現段階のイメージ図であり、今後の設計協議において変更になる可能性があります。 4
中小練習室（事業棟3Ｆ・4Ｆ）

創造支援室のイメージスケッチ

大練習室（南側から）

大練習室付近の断面

劇場入口（賑わいスペース）

大練習室 屋上庭園

ギャラリーほか

オープンロビー



165億円

（当初提案：
Ｈ27.3時点） 収入（補助金）の減

△20.5億円
※市街地再開発事業に伴う
補助対象事業費の精査

201億円

建築工事費の増

10億円
※創造支援室（大スタジオ・
大中小練習室・工房等）の充実

土地関係費の増

5.5億円
※家屋調査等に伴い補償費の
精査や面積等の確定

舞台設備関係費の皆増

34億円
※当初提案時には未計上の舞台機構・音響・照明などの舞台設備に係る経費
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235億円

（保留床取得費）

『岡山芸術創造劇場（仮称）』 保留床取得費の増減理由

※劇場部分の保留床を取得する経費のみ。市が直接行う経費（備品購入など）は含まれていません。


